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　　新年度予算次る

委磐総額1億2、5（）0万円

　　　　教育費は3、629万円総額対比29％

　　昭和39年度の予算が議決されました。一般会計予算
　は総額1億2，500万円で、概要は下表および予算編成概要

　説明書めとおりです。
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昭和39年度松代町一般会計予算編成概要説明（灘翻麗綴）

　　　ト各種負担金及び補助金（君区校長会負担金外38件）　　1，013，000円

　　　チ学校用地買収費　　　　　　　　　　　　　　　　　200，000円
　　　リ松代高校助成費　　　　　　　　　　　　　　　　746，000円
　　　　　　　（運営費500，000、営繕費100，000、賃金「146，000）

③　農林水産費は18，635，000円（14・9％）、前年度より3，601，000円増額して計上

　いたしましたのは、当町の個人所得の場合をみると国民所得額100に対し県民
　所得は95・1％、町民所得は僅かに60・0％に過ぎない現状に鑑みて、米作りを主

　として畜産、養蚕、林業、これに葉煙草栽培の奨励等に力を注いで町民所得の

　増昇を計ると共に農業負担の軽減を目途として農業共済組合の解散によるその

　事業を町に移管することを計画いたしました。

　主なる事業は次の通り計画いたしました。

（1）福島林道開発費　　’　　　　　　　　　　　　　　4，000，000円

　　巾員4鰍延長480解（町有林入口迄あと100π）
②農道開発費補助
　イ峠地内農道開発工事　　　　　　　　　　　　　　　　525，000円

　　　延長430寵、巾員3糀、事業費1，500，000、県補助525，000

　ロ蓬平地内農道開発工事　　　　　　　　　　　　　　520，000円

　　　延長470解、巾員3π、事業費』300，000、県補助390，000

　ハ清水地内農道開発工事　　　　　　　　　　　　　　　510，000円

　　　延長538鰍巾員4鰍事業費1，700，000、・県補助680，000

　二木和田原地内農道開発工事　　　　　　　　　　　　　480，000円

　　　延長517勉、巾員3糀、事業費1，（100，000，県補助640，00り

　ホ会沢地内農道開発工事　　　　　　　　　　　　　　　196，000円

　　　延長260窺、巾員4窩、事業費392，000

　へ儀明地内農道開発工事　　　　　　　　　　　　　　125，000円

　　　延長468舵、巾員3舵、事業費251，000

　　補助金合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2，355，000円

　　　　　外県費補助金　　　　　　　　　　　　　　　2，235，000円

③集団桑園造成費補助　　　　　　　　　　　　　　　　　201，960円

　　孟地々内面積2町歩，工事費1，009，800，県費補助302，000

α）優良仔牛保留費　　　　　　　　　　　　　　　　　　600，000円

　　貸付和牛10頭購入費（現在貸付和牛26頭）

⑤煙草耕作組合助成　　・　　　　　　　　　　　　　　　100，000円

　　昭和38年度耕作面積　12町8反歩
　　　売渡代金8，825，000、反当り最高105，000、平均65，000

　予算総額125，400，000円前年度より4，506，000円増額して計画いたしました

　のは、前年度は多年要望していました松代高等学校の校舎の増築工事が、県

　のご配慮によつて3，700万円余を以て第一期工事が竣功し、第二期工事が引

　続いて3，500万円余で計画され、近代的永久建築三階建校舎が本秋完成する

　運びとなりましたので、これに伴いまして地元負担金3，000万円余を一般会
　計より支出いたしました関係で固定資産税を2，800，000円増徴し、歳出の面

　でも経費を圧縮いたしておりましたので本年度予算の編成に当りましては、

　これ等増徴しました固定資産税を軽減し、圧縮した経費の調整を計り、以て
　一般行政の充実、強化を目途として予算の編成をいた．した次第であります。

　　主要な事項につきまして歳出から申し上げますと

①　職員給与費は32，198，000円（25．6％）、前年度に比して4，564，000円増額計上

　しました主なる理由は、昨年10月1日人事院勧告に基きます給与の改定を平年

　度化し給与条例によります定期昇給、所要額を予算化したのであります。人件

　費の増嵩は能う限りこれを圧縮する方針を堅持して定年退職者の後任は女子職

　員を以て補充し、事務量の増加は職員の配置替等で補い、現在の臨時雇員を雇

　員に昇格した外は実質的増員は自動車の管理上専任の運転手1名の新規増員に

　とどめました。給与費の総額は前述の通り報酬、給料職員手当、共済費等で前
　年度より4，56｛，000円16・5％の増加になった次第であります。

②　教育費は36，290，000円（28・7％）、前年度より10，890，000円を増額しましたの

　は学校運営上の需用費、営繕費の充実を計ると共に国の方針に基きます技術家

　庭科教室の建築並びに冬期雪派の廃止等による教育施設の充実強化を図るため

主要経費を次の通り計上したためであります。

　①　特別営繕として
　　イ松代中技術家庭科教室建築費　　　　　　　　　　　3，500，000円

　　　ロ奴奈川中　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　2，600，000円

　　ハ山平中寄宿舎新築費　　　　　　　　　　　’　　　3，600，000円

　　　二菅刈、海老、田代分校物置建築費　　　　　　　　　439，000円

　　　　　　　計10，139，000円　（2）前年度に準じ計上した主要経費
　　イ教育委員会費（職員4名ン　　　　　　　　　　　　2，452，000円

ロ社会教育費（職員1名）

ハ学校一般需用費
二学校特別需用費

ホ学校一般営繕費
へ学校教育振興費（教材費、準保護生徒助成費等）

2，051，000円

8，390，000円

2，403ン000円

4，023，000円

1，399，000円
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（3）

　　　ホ住宅管理費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　207，000円

⑤　災害復旧費は2，329，000円（5．9％）、前年度に比し1，389，000円増額して計上

　いたしましたのは、従前追加予算を以て処理しました融雪災害復旧費を当初予

　算573，000円計上して復旧工事の促進を計りますと共に除雪用ブルトーザー使
　用料1，000，000円を予算化して、ブルトーザー運営費の精算を容易にし・一面消

　却積立金を積立てブルトーザーの更新を計画的に実施することに致しました。

⑥　消防費は4，298，000円（3．4％）、前年度より1，286，000円増額計上いたしまし

　たのは、消防活動の重要性に鑑み報酬を団長5，000円、副団長4，000円・分団長

　2，000円、副分団長、部長1，500円、班長、団員7QO円に改定し210，000円、機械

　並びその他講習旅費250，000円増額し、団員活動の活発化を計りますとともに

　消防施設の増強を次の通り計画いたしました。
（1）小型動力ポンプ整備費　　　　　　　　　　　　　　　1，360，000円

　　松代350，000、室野350，000、小池350，000、寺田310，000

②寺田防火水槽新設費　　　　　　　　　　　　　　　　　　320，000円

⑧消防道路新設工事費　　　　　　　　　　　　　　　　　　540，000円

　　室野240，000、田代109，000、蒲生1221000、犬伏69，000

⑦　民生費は5，140，000円（4．1％）、前年度に比して876，000円増額して計上しま

　したのは老人福祉法の施行に当り、老人65才以上1，000名を5力年計画で毎年

　2（10名の健康検査を実施することとしてこの委託費52，000円国の福祉事業強化

　の施策に伴い、町内保護家庭は平均70世帯年闇生活保護費は約9，000，000円、

　医療費は前1ヵ年間に9，740，000円の支給を受けている実状に鑑み、民生委員

　活動の強化を計るため町社会福祉協議会助成費400，000円、又、季節保育所費

　646，000円等を計画いたしました。

　尚、前年度に準じて計上した主要経費は次の通り計画しました。

　　C1）直江津養老院増築費負担金　　　　　　　　　　　　　　112，000円

　　　現在収容人員70名を100名に増員
　②町遺族会補助　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50，000円

　（の国民年金事務費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　629，000円

　④特殊学校就学奨励費　長岡盲学校等8名分1名8，000円　　64，000円
　⑤児童遊園地助成費　　　　　　　　　　　　　　　　　　，40，000円

　⑯）にしき学園、上越養護所負担金　　　　　　　　　　　10｛，000円

　　　現在収容人員、にしき学園60名、上越養護所50名
　σ）災害住宅建築費並び一時扶助補助金　　　　　　　　　　220，000円
　　　　　　　　　　　　　　　ζ俄
⑧　衛生費は4，595，000円（3。9％）、前年度より1，839，000円増額して計画しまし

　たのは、特別会計で実施しました松代水道事業起債8，600，000円は水道会計の
　財政上困難な点がありますので、一般会計より1，700，（｝00円を繰入て繰上償還

　をするよう計画いたしました。又火葬場の整備、改良便所の改修、改良堆肥盤

　　　昭和39年度耕作予定面積　18町0反歩
　⑥農業構造改善協議会費　　　　　　　　　　　　　　　　　105，250円

　　　昭和39年度計画の指定を受けるための経費
　Gわ農業共済組合精算費助成　　　　　　　　　　　　　　　100，000円

　⑧その他前年度に準じて計上した主要経費
　　　イ松代地区農業改良推進協議会負担金　　　　　　　　　200・000円

　　　・病虫害防除班育成費　　　　　　　　　　　　　　　650，000円

　　　　撒粉機20台、購入費560，000　外
　　　二稚蚕共同飼育補助金　　　　　　　　　　　　　　　　144，000円

　　ホ和牛種付奨励費補助　　　　　　　　　　　　　　　　225，000円

　　　　1頭につき300円、外農協（山平なし）200円
　　へ製炭事業　700俵生産予定　　　　　　　　　　　　　　364・000円

④土木費は14，219，000円（11．3％）、前年度より2，250，000円増額して計画しま

　したのは、近年一般自動車並び農用車が著しく増加して既設道路の維持補修に

　重点を注ぐ必要が認められますので敷砂利工事に大巾の増加計画を掛て、前年
　度砂利購入費1，588，000円に対し本年度は3，460，000円を計上いたして道路の利

　用度を高めると共に、新設改良工事を次の通り計画いたしました。
　尚、公共土木事業の実施については、松代地内道路舖装工事並び流雪溝取入口
　工事、田沢橋架替工事、六日町～直江津線儀明地内道路改修工事・大島～津南

　線室野地内道路改修工事、松代～松之山線並び室野、蒲生、松代間の県道移管

　その他県計画によります県道、橋梁の改修工事の促進につき要請いたしており

　ます。

　　（1）松代～海老線下山地内改良工事　　　　　　　　　　　　150・000円

　　α）小屋丸～松口線小屋丸地内改良工事　　　　　　　　　　150・000円

　　⑧居村線清水地内改良工事　　　　　　　　　　　　　　　450，000円

　　④孟地～荒瀬線孟地、片桐山地内　　　　　　　　　　　　300・000円
　　⑤東山～海老線海老東山地内　　　　　　　　　　　　　　600，000円
　　（6）儀明～青梨線儀明地内　　　　　　　　　　　　　　　　400・000円

　　（の居村線峠地内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　150，000円

　　⑧田沢～会沢線会沢地内　　　　　　　　　　　　　　　　100・000円

　　⑨浦田～岡野町線室野地内　　　　　　　　　　　　　　　100，000円

　　⑩昭和橋架替工事（竹所地内）　　　　　　　　　　　　1・300・000円

　　　　　　　計3，700，000円　　⑪その他前年度に準じて計上した主要経費
　　　イ雪中道踏料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　404，000円

　　　ロ府県道工事地元負担金　　　　　　　　　　　　　　2，000・000円

　　　ハ郡土木協会関係負担金　　　　　　　　　　　　　　　662，000円

　　　二道路修路工夫賃金　　　　　　　　　　　　　　　　　264，（♪00円



以上で歳出予算あ概要を述べた次第でございますが、次に財源措置について申

し上げます。

①　市町村税は28，977，090円（23．1％）、前年度に比して279，000円減額して計上

　いたしましたのは松代高校整備のため増徴しました固定資産視の税率を1・6％

　に軽減して2，800，000円減額いたし、反面町民所得の増嵩により住民税の自然
　増収630，000円国の施策費に基き、電気ガス税の税率1％を引下げ、煙草消費

　の税率1．6％引上げ、これと自然増収を合せて1，228，000円、その蝕諸税の自然

　増収663，000円を見込み計上したためであります。

税目別に税額を述べますと次の通りであります。
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　筒、市町村民税については現行の但書方式を昭和39、40年2力年度で本文方式

　に改め国民負担の均衡を計るぺく国で計画いたしておりますので、これが決定

　した場合は、昭和39年度に全国で150億円の軽減が予定されますので、当町で

　も約4，000，000円軽減せられこの財源が起債と地方交付税で補てんされること

　になりますので国の方針に期待いたしておる次第であります。

　いたしました。職員給与改定、その他一般需用額の増嵩により国の予算案が約

　15％程度増額されておりますので12，500，000円の増加を見込み、反面旧奴奈川

　村合併補正分並び道路面積の減少分2，531，000円の減額を見込んで計上いたし

　ました。

　たのは道路整備のため、土木費に於て2，250，000円の増額に伴います。地元負

　担金の増を見込み計上いたしました。

　たのは、住宅使用料並び国民年金印紙売さばき手数料等の科目組替による減で

　あります。

　したのは、松代中技術家庭科教室建築費補助1，000，1）00円、山平中寄宿舎建築

　費補助1，000，000円、教科書給与費、学用品、給与費補助等前年度追加予算で

　処理しました。教育振興費を見込み計上した結果であります。

②　地方交付税は69，149，000円（55．1％）、前年度より9，969，000円増額して計上

③　分担金及び負租金は2，339，000円（1・9％）、前年度より561，loo円増額しまし

④　使用料及び手数料は3，202，000円（2．6％）、前年度より223，000円減額しまし

0　国庫支出金は6，254，000円（4．9％）、前年度より3，544，000円の増を見込みま

　の設置等¢奨励のため新しく助成費215，000円を計上しました・

　尚、国保事業並び直診事業の経営状況に鑑みて新しく300，000円の繰入金を計

　画して、この事業会計の蓮営と一般会計との関連調整を計画いたしました。

⑦　労イ力費は3，785，000円（3・o％）、前年度より629，000円を増加しましたのは・

　失対事業は前年度同様延3，000人で計画いたし、道路の補修を重点として砂利

　購入費850，000円を計上し、又酒造研究会出稼老組合等に対し助成費98，000円

　安塚職業安定所負担金107，634円を計画いたして出稼所得の増加に努めるよう

　計画しました。

⑩公債費は5，231，000円（4・2％）、前年度より1，451，000円増加しましたのは・

　小学校改築債外3件の小額起債の繰上償還を計画した次第であります・現在起

　債元金残額22，044，000円になりましたが、近く庁舎、学校改築等のため起債の

　必要が予定されますので小額起債は能う限り繰上償還を考えておる次第であり

　ます。

①議会費は3，027，000円（2・4％）、前年度に対し741，000円増額しましたのは・

　社会の進展に伴う議会活動の重要性に鑑み、郡町村会等の協議に基き報酬の改

　定を計画いたしました。

②　総務費は27，527，000円（2L8％）、前年度より20・395，000円減額いたしました

　のは松代高校の建築鷺寄附金26，385，000円、県会議員等の選挙費1，079，000円

　の減額等の関係であります。

　新規事業としては次の通り計画いたしました。
　　（1）役場庁舎改築調査費　　　　　　　　　　　　　　　　100，000円

　　　庁舎の改築は避けがたい実状なので概算設計等調査費を計上しました。
　　②育英事業奨学金制度の創設　　　　　　　　　　　　　　300，000円

　　　人づくりの重要性に鑑み優秀な松代高校卒業者で経済上恵まれない者に
　　　対し大学進学の奨学資金貸与制度を計画し、地域の発展と松代高校の充

　　　実育成を計画しました。
　　⑧田野倉巡査駐在所改築費寄附金　　　　　　　　　　　　600，000円

　　　県が巡査駐在所改築費1，500，000円を予定して現在の田野倉駐在所を蒲

　　　　生に移転して改築することに計画されたので、建築費の40％の地元負担

　　　金を計上いたしました。
　　（4）自動車1台購入費　　　　　　　　　　　　　　　1，300，000円

　　　　現在使用のジープが使用に堪えなくなりましたので更新することに計画

　　　　しました。
　　⑤自動車ガレージ購入費　　　　　　　　　　　　　　　　250，000円

　　　　庁舎の改築計画の関係で移動製ガレージに替えて計画しました。 （生）
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松代町民の皆様へ

行政苦情相談のお知らせ
動■一一即o闘鞠■，”一一一・一ロロー””5一”闘馳■”“，瞳川O胸”．一，5”．■ロ”08一一”随1聖””一”0”鴨墜””．0”開II””“”5鴫1塵0

　当局では、かねてから国、県、市、町に「してもらいた

いこと」または「してもらつたこと」について不満、要望

のあられる方から事情をお聞きして、これが解決の促進に

努力いたして参りましたが、今回当町で行政苦情相談所を

開設いたしましたから、皆様の中でお困りのことがありま

したら御遠慮なく御相談下さい。

　（民事、刑事の裁判ごとになつているものは御遠慮下さ

　い。）

尚、これまでに取扱った事柄は次の様なものであります。

　社会保障（生活保護・児童保護・社会保険・国民年金

　・失業保険・国民健康保険・労彷者災害保償・その他

　社会福祉）、恩給（文官、軍人遺族及び留守家族の援

　護費）、農地、治山、治水、道路、河川、港湾、災害

　復旧、農業保険、教育、住宅、衛生、登記、税金、郵

　政、国鉄、公社、公庫、補助金、その他諸間題。

御出の節は、国、県、市、町等から受取つた文書または差

出した書類等を是非御持参願います。

追而、当地区には下記の方が行政相談委員としておられま

すので、何時でも御遠慮なく申し出て下さい。

本　山　祖　心　（松代町松代電話33番）

新潟行政監察局
松　　　代　　　町

な
ん
で
も
、
い
つ
で
も
相
談
を
し
て
下
さ
い
。

種目別に述べますと次の通りであります。

塩
費
講
費
費
費
費

　
給
興
給
給
行
　
　
舎

材
長
振
品
書
旅
食
療
宿

　
育
科
用
科
学

教
教
理
学
教
修
給
医
寄

936，000円

1、60，000円

210，000円

207，000円

85，000円

57，000円

245，000円

41，000円

25，000円

松代中特別教室

山平中寄宿舎

消防施設費

国民年金事務費

失業対策費

自衛隊募集費

公明選挙委託費

老人福祉費

1，000，000円

1，000，000円

　240フ（100円

　658，000円

1，336，000円

　7，000円
　40，隻）00円

　7，000円

⑥　県支出金は5，577，000円（2．7％）、前年度より738，000円増額して計上しまし

　た。主なものは、福島林道開発費2，400，000円、農業委員会費384，000円・衛生

　費184，000円、県税徴収交付金100，000円、季節保育所費96，000円等を見込み計

　上しました。

⑦　財産収入は11370，000円（L1％）、前年度より1，067，000円増加しましたのは

　積立金の利子収入を実積により811，000円、町有建物使用料195，000円及び木炭

　売払代金364，000円の科目組替等により計上しました。

⑧　寄附金は5，525，000円（4．4％）、前年度より3，052，000円増加計上しましたの

　は、松代中1，0DO，000円、奴奈川中780，000円の特別教室、山平中寄宿舎1，080・

　001）円、海老分校（34，000円、田代分校48，000円の物置増築費、福島林道開発費

　758，000円、消防施設費947，000円の外失対事業、季節保育所等の地元寄附金を

　計上いたしました。

⑨　繰越金は3，583，000円（2．2％）、前年度より1，043，000円増額して計上しまし

　たのは、38年予算の執行状況を勘案して計上しました。

⑩諸収入は1，825，000円（1．4％）、前年度に比して18，000円減額して計上しま

　したのは、予金利子を実績により500，000円、国民年金印紙売さばき手数料230
　，000円、公団造林事業費511，00（》円、国民年金印紙売さばき代金400，000円、そ

　の他諸収入を見込み計上しました。

　以上、予算合計額125，400，000円、前年度より4，506，000円3・6％を増額して計

画いたしましたが、前年度は松代高校増築のため財政調整積立金14，000，000円の

特定財源を引当てましたのでこの額を除きますと、実質的の増加額は18，506，00

0円14．7％となりますので国庫予算増加率14．2％、県予算16・6％の中間になりま

すが、これは前年度予算が高校の整備対策費支出のため一般経費が圧縮された関

係でこれ等の点を綜合した場合、国、県予算の増嵩率を下廻ると考えて計画した

次第であります。
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定
す
る
ま
で
に
数
万
円
の
諸
費
用
を
投

高
校
、

新

校
舎
成
る

1
．
ー
曝
ー
■
I
O
－
0
ー
■
］
■
2
■
ー

　
松
代
高
校
は
全
日
制
転
換
以
来
、
新

校
舎
の
建
設
が
懸
案
で
あ
っ
た
が
、
漸

く
実
現
し
て
第
一
期
工
事
が
完
成
し
た

引
き
つ
づ
き
融
雪
を
待
っ
た
第
二
期
工

事
が
着
工
さ
れ
、
本
年
十
月
竣
工
の
予

定
で
あ
る
。
各
学
年
共
四
学
級
編
成
、

計
十
二
学
級
分
の
普
通
教
室
が
準
備
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
県
下
の
代
表
的
へ

き
地
高
校
、
小
規
模
高
校
で
あ
っ
た
松

代
高
校
も
こ
れ
で
漸
く
県
下
の
水
準
に

達
し
た
わ
け
で
あ
る
。
創
立
以
来
十
数

年
町
当
局
を
は
じ
め
地
域
社
会
が
当
校

を
整
備
す
る
た
め
に
必
死
の
努
力
を
傾

、
　
f
’

（
昭
和
三
八
年
度
建
築
校
舎
）

注
し
て
、
こ
こ
に
到
達
し
た
こ
と
は
、

県
下
の
驚
異
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
内
容
を
充
実
す
る
た
め
に
は
先
ず

形
か
ら
」
と
い
う
考
え
で
松
代
高
校
の

偉
容
は
ほ
ぼ
完
成
さ
れ
た
と
み
て
よ
い

が
、
今
後
は
内
容
の
充
実
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
形
に
現
わ
れ
な
い
だ
け

に
、
こ
れ
は
ま
た
至
難
で
あ
り
、
地
域

社
会
の
理
解
と
協
力
な
く
し
て
は
不
可

能
で
あ
る
。

　
世
は
ピ
ー
ク
時
で
、
高
校
進
学
志
願

者
は
い
ず
れ
の
高
校
で
も
殺
倒
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
お
じ

る
が
、
当
校
の
み
は
ま
だ
生
徒
募
集
の

　
　
　
　
　
　
　
そ
し
き
ゑ
ロ

段
階
が
抜
き
き
れ
な
い
。
地
域
が
純
農

村
で
あ
っ
て
、
経
済
的
に
極
め
て
不
遇

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
主
た
る
原
因
で

は
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も
当
地
域

の
高
校
進
学
率
は
四
一
パ
ー
セ
ン
ト
で

県
下
最
低
で
あ
る
。
高
校
教
育
は
も
は

や
普
通
教
育
で
あ
り
、
中
学
校
の
義
務

教
育
の
み
で
は
、
今
後
の
進
展
す
る
社

会
に
伍
し
て
ゆ
け
な
い
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。
都
会
地
の
中
学
卒
業
生
の

ほ
と
ん
ど
が
高
校
進
学
で
あ
る
の
に
、

当
地
域
は
経
済
的
に
恵
ま
れ
な
い
へ
き

地
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
し
て
、
町
内

父
兄
各
位
の
う
ち
に
は
中
学
校
卒
業
の

み
を
も
っ
て
「
子
弟
の
教
育
絡
れ
り
」

と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
近
年
産
業
界
好
景
気
の
た
め
に
、
そ

の
求
人
が
都
会
地
に
お
い
て
は
間
題
視

き
れ
な
い
で
、
へ
き
地
農
村
に
集
中
さ

れ
て
い
る
が
、
当
地
域
は
そ
の
代
表
的

な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
求
人
申
込
み

が
殺
倒
し
て
中
卒
の
資
格
で
就
職
す
る

も
の
が
極
め
て
多
く
、
た
め
に
当
高
校

へ
の
進
学
率
は
低
下
せ
ざ
る
を
得
な
い

　
数
日
前
の
テ
レ
ビ
ニ
ユ
ー
ス
で
、
求

人
す
る
会
社
側
は
中
卒
一
名
を
採
用
決

県立松代高等学校校舎配置図

r一一一r〔　例一一r
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

l懸購39唾建察綻麓l
l：董コ蜘39彼建職釧
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松
代
中
嘗
枝
脅
丘
曜

膠

ず
る
と
報
じ
て
い
る
。
一
時
的
な
金
に

眩
惑
さ
れ
て
中
卒
の
み
で
就
職
す
る
わ

け
で
あ
る
が
、
本
人
の
將
来
に
と
っ
て

不
利
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
，

　
好
景
気
が
い
つ
ま
で
続
く
か
は
分
ら

な
い
が
、
一
度
不
況
と
も
な
れ
ば
、
先

ず
整
理
さ
れ
る
の
も
中
卒
者
で
あ
ろ
う

し
、
整
理
さ
れ
な
い
ま
で
も
、
將
来
性

は
な
い
筈
で
あ
る
。

　
例
外
と
し
て
、
義
務
教
育
の
み
で
亘

万
の
富
を
擁
し
、
あ
る
い
は
そ
う
ノ
～

た
る
名
声
を
博
し
て
い
る
人
た
ち
も
あ

ろ
う
が
、
こ
れ
は
一
般
人
に
望
む
べ
き

こ
と
で
は
な
い
。
出
身
出
世
は
明
治
、

大
正
時
代
の
遺
物
で
あ
る
。
現
代
社
会

の
機
構
で
は
こ
の
よ
う
な
機
構
は
期
待

す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。

　
都
会
地
の
父
兄
は
そ
の
子
弟
を
教
育

す
る
た
め
に
寝
食
を
忘
れ
て
苦
労
し
て

い
る
が
、
当
地
域
で
は
、
な
お
子
弟
の

仕
送
を
期
待
し
て
い
る
父
兄
も
相
当
数

あ
る
よ
う
で
あ
る
。
父
兄
各
位
が
こ
の

よ
う
な
考
え
を
是
正
し
て
い
た
だ
い
て

こ
そ
、
は
じ
め
て
当
校
存
在
の
意
義
が

高
揚
さ
れ
、
当
地
域
の
発
展
が
期
待
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
／

　
　
地

又
　
肩

　
民

麺・田渓・ヤ函一

／参御



四
貯
蓄

　
個
人
貯
蓄
の
人
口
一
人
当
り
貯
蓄
額

を
み
て
み
る
と
、
昭
和
三
十
六
年
の
一

年
間
に
お
げ
る
預
貯
金
増
加
額
は
、
県

至
均
一
五
、
一
六
九
円
に
対
し
、
町
の

平
均
は
六
、
八
六
八
円
と
半
額
以
下
と

な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
所
得
額
が
低

い
こ
と
か
ら
考
え
て
当
然
と
い
わ
な
け

れ
ば
な
る
ま
い
。

　
む
し
ろ
貯
蓄
性

向
指
数
に
お
い
て

全
国
平
均
二
二
・

四
％
、
県
牛
均
二
ー
ー

五
・
五
％
に
比
し
、
町
李
均
が
一
八
・

三
％
と
比
較
的
高
い
指
数
を
示
し
て
い

る
こ
と
を
思
え
ば
貯
蓄
に
対
す
る
関
心

の
深
さ
が
う
か
が
わ
れ
よ
う
。

　
預
貯
金
の
一
世
帯
当
り
平
均
額
に
つ

い
て
み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

全
国
都
市
世
帯

全
国
農
業
世
帯

新
潟
県
平
均

松
代
町
平
均

㈲
結
び

町
民
所
得
の
概
況

二
六
七
千
円

一
三
九
千
円

二
九
〇
千
円

一
九
九
千
円

預
貯
金
保
有
額
に
関
す
る
限
り
概
ね
全

国
平
均
に
近
い
貯
蓄
が
行
な
わ
れ
て
お

り
、
所
得
水
準
に
比
し
て
、
い
か
に
強

い
貯
蓄
性
向
を
持
っ
て
い
る
か
が
わ
か

る
Q

　
　
松
代
町
の
町
民
所
得
は
上
述
の
如
く

　
全
国
平
均
又
は
県
平
均
に
比
較
し
て
、

　
産
業
構
造
や
地
域
的
後
進
性
に
基
づ
く

　
格
差
が
甚
だ
し
く
、
劣
弱
な
経
済
基
盤

　
の
上
に
た
ρ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
が
急

　
速
な
向
上
は
極
め
て
至
難
な
こ
と
と
思

　
わ
れ
る
。

　
　
第
一
次
産
業
の
振
興
、
即
ち
農
業
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
得
の
上
昇
が
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
生
産
性
か
ら
み

　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
限
度
に
近
づ
い

ー
〉
　
　
　
　
　
　
て
い
る
こ
と
は
総

　
て
の
人
が
認
め
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ

　
で
あ
っ
て
、
残
さ
れ
た
方
法
は
、
労
伽

　
生
産
性
の
向
上
に
よ
っ
て
、
余
剰
労
仙

　
力
を
他
産
業
に
振
り
む
け
る
こ
と
、
即

　
ち
出
稼
に
よ
る
農
家
所
得
の
増
加
を
は

　
か
る
こ
と
が
最
も
簡
便
な
所
得
増
加
の

　
道
で
あ
り
そ
う
だ
。

　
　
昭
和
三
十
七
年
の
出
稼
所
得
は
一
億

　
三
千
万
円
余
と
推
計
さ
れ
、
農
業
所
得

　
の
三
八
％
に
達
し
て
お
り
、
農
家
所
得

　
の
中
に
占
め
る
比
重
は
極
め
て
大
き
く

　
農
家
経
済
は
出
稼
所
得
に
そ
の
大
半
を

　
依
存
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

　
な
か
ろ
う
。

　
　
農
業
所
得
の
う
ち
現
金
収
入
は
約
二

　
億
六
千
万
円
と
み
ら
れ
る
の
で
出
稼
所

　
得
は
現
金
比
率
か
ら
い
え
ば
五
〇
％
と

な
り
、
こ
れ
が
増
加
が
直
接
農
家
経
済

に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
は
述
べ
る
ま

で
も
な
く
そ
の
重
要
性
が
首
肯
さ
れ
よ
『

う
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
は
あ
く
ま
で

も
哲
定
的
な
手
段
で
し
か
な
く
、
木
確

定
収
入
で
あ
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
。

　
町
の
経
済
的
発
展
を
は
か
り
、
生
活

水
準
の
向
上
を
は
か
る
た
め
に
は
、
恒

久
的
な
経
済
施
策
と
、
こ
れ
を
推
進
し

て
行
く
町
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
異
常
な

決
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
（
完
）

原
稿
　
募
　
集

一
、

一一一一■b一L

、　、
五四
、　　、

〆
切
及
び
宛
先
　
毎
月
二
十
五
日

迄
に
教
育
委
員
会
事
務
局
へ

字
数
　
　
　
一
、
O
O
O
字
以
内

内
容
①
生
産
を
高
め
た
体
験
談
。
②
生

活
改
善
に
成
功
し
た
体
験
又
は
松

代
町
の
環
境
で
容
易
に
実
現
出
来

る
理
想
論
文
。
③
其
の
他
か
く
れ

た
美
談
。

匿
名
で
も
結
構
で
す
。

採
用
の
も
の
に
は
薄
謝
を
差
上
げ

ま
す
、

1“””””“昭和38年度婦人学級実績””””川1

学　級　名 回　　数 ・時間数 出席延人数

松　　　代 176 490．5 2，750

小　荒　戸 23 ・82 564
太　　　平 25 92 591
菅　　　刈 30 83 587
田　　　沢 22 73．5 624
小　屋　丸 19 66 397
池　之　畑 16 47 341
下　　　山 22 60．5 460
千　　　年 20 56 1，035

池　　　尻 19 60 4．38

会　　　沢 20 53 652
清　　　水 」9 63 590
桐　　　山 28 63．5 711
蓬　　　平 35 106 967
東　　　山 8 27 72
海　　　老 26 64： 547
犬　　　伏 21 69 895
孟　　　地 18 48 362
片　桐　山 5 22 63
滝　　　沢 13 36 243
中　　　子 9 21 90
苧　　　島 10 29 314
田　野倉 17 47 582
仙　　　納 12 53 306
田　　　代 6 15 230
あざみ平 18 59 471
小　　　貫 17 59 2（17

諏　訪　峠 4 16 128
寺　　　田 一 一 一
名　　　平 39 72．5 464
小　　　池 18 52 230
蒲　　　生 103 352 1954，
儀　　　明 20 64．5 6”1

福　　　島 31 119 900
奈　良　立 28 71 49δ

室　　　野 18 51 547
竹　　　所 呂7 136．5 1224，
濁 24 97 691
峠 24 72 ！020，

木和田原 22 65 64．9

1計 1，022 3，113．5 24，642

昭和37年度実績 749 2333， 18，178

37学級◎37年度開設学級数

（7）



第
六
回
珠
算
検
定
試
，
験
合
格
者

一一級合格の島田さん

　
第
六
回
珠
算
検
定
試
験
は
去
る
二
月

二
十
二
日
に
松
代
中
学
校
で
行
な
わ
れ

た
。
一
級
に
島
田
真
知
子
さ
ん
（
島
田

健
司
さ
ん
・
役
場
職
員
の
次
女
）
が
合

格
、
一
級
合
格
第
一
号
が
誕
生
し
た
好

成
績
で
あ
っ
た
。
級
別
受
験
、
合
格
者

は
次
の
と
お
り
。

小
堺
　
義
昭

小
堺
　
正
博

小
堺
清
一
郎

鈴
木
さ
よ
子

石
口
　
徳
夫

中
村
ふ
み
よ

佐
藤
い
く
よ

鈴
木
　
高
士

（（（（（（（（　　　　松
〃〃〃〃代〃〃〃
　　　　中
））））））））

四
級

八七六五
級級級級

　
　
　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
8

　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
り

五
十
嵐
ち
ず
子
（
松
代
高
）

万
羽
ゆ
り
子
　
（
清
水
中
）

小
堺
　
輝
世
　
（
儀
明
分
校
）

受
検
六
四
名
　
合
格
二
五
名

（
四
級
以
下
氏
名
暑
）

受
検
五
〇
名

　
〃
六
七
名

　
〃
七
二
名

　
〃
二
八
名

合
格
二
五
名

　
〃
三
一
名

　
〃
二
三
名

　
〃
一
七
名

一
級
　
受
検
四
名

　
　
　
島
田
真
知
子

二
級
　
受
検
三
四
名

三
級
　
受
検
七
一
名

　
　
　
池
田
　
啓
子

　
　
　
室
岡
　
秀
子

　
　
　
室
岡
ち
づ
子

　
　
　
菅
升
　
正
子

　
　
　
小
堺
裕
美
子

小小植樋樋
堺堺木口口

文照絹京
子子代子昇

合
格
者
一
名

（
松
代
中
）

合
格
な
し

合
格
二
一
名

（
莇
平
分
校
）

（
池
尻
〃
）

（
蒲
生
小
）

（
　
〃
　
）

（
　
〃
　
）

（
松
代
小
）

（
　
〃
　
）

（
鈴
木
塾
）

（
儀
　
明
）

（
　
〃
　
）

4
一
＝
隔
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
，
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
一
＝
＝
＝
櫛
＝
＝
P

　
春
さ
き
は
火
災
の
多
い
シ
ー
ズ
ン
で

す
。
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
不
注
意
油
断

か
ら
、
父
祖
飾
レ
伝
来
の
家
が
、

粒
々
辛
苦
し
　
∂
　
　
て
建
て
ら
れ
た

家
が
、
一
瞬
の
う
ち
に
灰
に
な
っ
た
の

で
野
輩
用
籔
火
災
で
し

た
。
今
年
も
そ
う
あ
り
た
い
も
の
で
す

既
婆
繕
の
糀
㌍
謬

自
覚
し
て
万
全
の
注
意
を
は
ら
っ
て
い

読
脛
、
せ
火
駆
ギ
る
と

ぎ
の
残
り
火
」
　
「
子
供
の
火
あ
そ
び
」

に
注
意
し
春
さ
き
の
ポ
カ
／
、
し
た
陽

気
に
お
ど
り
だ
す
火
の
子
を
防
ぎ
ま
し

よ
う
。

■
う
で
相
撲
大
会

　
　
新
潟
国
体
の
年
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
の
年
、

　
　
　
　
身
近
な
ス
ポ
ー
ツ
で
、
誰
に
で
も
で
き
る
「
う
で
相
撲
」
で
、

　
　
　
　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
の
昂
揚
に
努
め
ま
し
よ
う
。

　
四
月
三
日
午
后
一
時
よ
り
松
代
町
公
民
舘
で
行
う
。

　
　
　
町
の
内
外
を
間
わ
ず
、
出
場
大
歓
迎
。

　
　
　
勝
負
の
判
定
方
法
は
、
日
本
腕
相
撲
協
会
の
決
め
た
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　
　
☆
一
般
の
部

　
　
　
競
技
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
行
う
。
五
人
ぬ
き
、
三
人
ぬ
き
等
も
あ
る
。

　
　
　
賞
品
（
協
会
及
び
朝
日
、
毎
日
、
日
報
の
各
新
聞
社
等
か
ら
出
場
者
全
員

　
　
　
　
　
に
賞
品
が
出
る
。
）

　
　
　
　
東
横
綱
H
優
勝
旗
、
賞
状
、
八
幡
べ
い
、
賞
品

　
　
　
　
西
横
綱
H
賞
状
、
八
幡
べ
い
、
賞
品

　
　
　
　
東
西
大
関
H
賞
状
、
弓
、
賞
品

　
　
　
　
東
西
関
脇
H
賞
状
、
つ
る
、
賞
品

　
　
　
　
東
西
小
結
π
賞
状
、
矢
、
賞
品

　
　
　
右
の
他
は
勝
力
士
に
賞
品
、
負
力
士
に
参
加
賞
を
贈
る
。

4
三
一
…
…
亀
一
…
罹
ヨ
…
多
議
ヨ
ヨ
冒
…
…
ヨ
｝
…
竃
…
…
…
周
も
…
一
…
噌
昌
…
岨
…
ぎ
皇
…
マ
、
…
目
認
三
“
…
『

優
勝
旗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
場
申
込
み
は
松
代
区
長
宅
（
電

　
　
　
　
う
で
相
撲
大
会
謹
鉾
鉛
驚
致
輪

孚
　
奪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
書
く
力
電
話
で
申
込
む
こ
と

▲
…
…
騨
も
三
…
電
。
備
…
…
『
ム
…
…
一
一
…
…
…
玉
…
…
マ
働
…
…
…
竃
…
…
嘱
燭
“
．
傾
帽
一
…
妻
び
も
…
…
噂
一
贈
…
…
望
も
ヨ
妻
鷺
鱒
輪
岬
y

　
　
☆
小
・
中
学
生
の
部

　
　
　
普
通
競
技
（
一
対
一
で
行
う
）

　
　
　
勝
力
士
に
賞
品
、
負
力
士
に
参
加
賞
を
贈
る
。

■
景
品
抽
籔
会

　
　
一
〇
〇
名
様
に
景
品
が
当
る
。

　
　
午
後
一
時
か
ら
の
入
場
者
に
番
号
札
を
渡
し
、
腕
相
撲
の
仲
入
り
に
抽
籔
を

　
　
行
い
、
景
品
（
家
庭
用
品
、
日
用
品
、
文
房
具
等
）
を
贈
る
。

■
ク
イ
ズ
大
会

　
　
各
商
店
か
ら
多
大
な
賞
品
が
当
る
ク
イ
ズ
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
間
題
は
や
さ
し
い
も
の
ば
か
り
で
す
。
多
数
の
お
い
で
を
お
待
ち
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
催
　
　
松
代
町
春
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
援
　
　
松
　
　
　
　
代
　
　
　
　
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
代
　
商
　
業
　
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
代
　
婦
　
　
人
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
代
　
青
　
　
年
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
代
町
社
会
体
育
指
導
委
員


